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祝落成

管
内
一
の
体
育
館

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
設
備
寄
付

町
民
待
望
の
ま
と
で
あ

っ
た
県

北
中
学
校
の
体
育
館
は
見
事
に
で

き
あ
が

っ
た
。
昭
和
四
十
一
年
度

の
町

重
点
施
策
と
し
て
議
決
さ
れ

更

に
文

部
省
の
正
式
認
可
を
え
、

千
八
百
余
万
の
予
算
を
も
っ
て
玉

田
工

務
店
（
仙
台
市
）
が
工

事
を

請
負
い
、
九

月
十
八
日

着
工
、
十

一
月

末
上
棟
式
と
工

事
は
順
調

に

進
み
、

稀
に
見
る
厳
寒
、
豪

雪
に

も
か
か
にわ
ら
ず
、
寸

時
も
多
く

卒

業
生

に
使
用

さ
せ
た
い
と
い
う
念

願

が
叶

い
、
三
月
二
日

、
遂

に
落

成
式
を
挙
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
Ｏさ

す
が
に
管
内
一
と
称
さ
れ
る

だ
け
あ
っ
て
、
そ
の
規
模
と
い
い

輪
奐
の
美
は
す
ば
ら
し
く
、
県
官

を
は
じ
め
臨
席
来
賓
一
同
そ
の
見

事
さ
に
み
と
れ
て
い
た
。

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
会
長
樋
口
清
三

氏
）
で
は
こ
の
完
成
を
祝
い
、
更

に
内
部
施
設
の
充
実
を
図
り
、
一

段
と
そ
の
教
育
効
果
を
高
め
る
た

め
、
全
町
民
か
ら
そ
の
資
金
の
寄

付
募
集
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
大
部
分
が
ま
と
ま
っ
た
の

で
、
一
応
左
記
の
品
目
を
贈
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
衝
に
当

。
た
役

員
た
ち
の
熱
意
と
町
民
の
教

育
愛

の
精

神
が
相
呼
応
し
て
も
り
上

り

初
め
の
予
定

を
五
割
も
上
廻

わ
る

好

結
果
で

あ
っ
た
。
尚

く
わ
し
く

は
改

め
て
同
会

よ
り
報
告

が
あ

る

筈

だ
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
概
況
を

お
知
ら
せ

す
る
。

記

一
、
緞
帳
、
垂

れ
幕
（
袖
幕
）
紋
章

バ
ッ
ク
幕

な
ど
　
　
　

一
式

一
、
折
り
た
た
み
長
机
　

二
〇

一

、
腰
掛
　
　
　
　
　

三
五
〇

一
、
花
瓶
（
唐
金
、
陶
器
）

一
、
放
送
機
　
　
　
　
　

一
式

一
、
時
計

一

、
マ
ッ

ト

ー
、
剣
道
防
具
　
　
　
　

九
組

一
、
電
気
掃
除
機

一

、
ブ
ラ

そ
（

ン
ド
強
化

他

に
記
念
植
樹
、
体
育
館
び
ら
龠

な
ど
の
記
念
事
業

尚

特
志
寄
付
と
し
て

玉
田
工
務
店

よ
り
演
卓
（

大
小
）

花

台
一
式

大
沼
忠
四
郎
氏
よ
り
　

大
鏡

斎

藤
清
三
氏

よ
り
　
　

大
鏡

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
（
体
操
）

を
招
い
て
体
育
舘
び
ら
き

県
北
中
学
校
で

は
十
三
日
、
新

体

育
館
の
披
露
行
事
と
し
て
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
金

メ
ダ
ル
を

と
っ
だ
早
田
、
渋
谷
両
選
手
を
始

め
日
大
選
手
団
を
招
い
て
、
午
前

は
同
校
生
徒
の
た
め
、
午
後
は
一

般
町
民
の
た
め
公
開
実
演
し
た
。

Λ
お
知
ら
せ
Ｖ

日

確
定
申
告
が
ま
ち
が
つ

て
い
た
ら
修
正
申
告
や

更
正
の
請
求
を

確
定
申
告
を
し
た
あ
と
で
申
告

の
内
容
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
と
き
は
、
次
の
手
続
き
を

と
り
ま
す
。

Ｉ
―

く閙

、
過
少
に
中
告
し
た
と
き
は
修

正
巾
告
を
し
ま
す
。
申
告
期
限

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
務

署
か
ら
更
正

を
受
け

た
後
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

、
過

大
に
申
告

し
た
と

き
は
、

更
正

の
請
求

を
し
ま
す
。
期
限

は
確

定
申
告

の
期
限

か
ら
二

か

月
以
内
で
す
。
（

五
月
十
五
日

ま
で
）
　
　
　
（

税
務
署

よ
り
）

ピ
ア
ノ
座
ど
寄
贈

感
謝
さ
れ
る
山
田
さ
ん

当
町
大
字
藤
田
の
山

田
長
一
氏

よ
り
今
回
快
気
祝
に
替
え
て
と
、

藤
田
保
育
所
備
付

け
ピ
ア
ノ
一
台

と
国

見
町

善
意
銀

行
基

金
と
し
て

金
苙
万
円

の
寄
付

が
あ
っ
た
。

同
氏

は
社
会

福
祉
事
業

に
限
り
な

き
愛

情
を
有
し
、

か
っ
て
寄
付
さ

れ
た
山
林

は
「
山
長

育
英
資
金
」

と

し
て
、
町
内
青
少
年
の
教
育
に

偉
力
を
発
揮
し
て

い
る
こ
と
世
人

の
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
ま

た
こ

の
寄
篤
を
示
さ
れ
た
こ

と
に

対
し
、
赤
井
畑
町
長
を
始
め
、
関

係
者
一
同
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し

て
い
る
。

【
写
真
】
寄
贈
の
ピ
ア
ノ
で
楽
し

く
歌
う
保
育
所
の
よ
い
子
達

町議選に立候補される方々へ

本
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
よ
り
国
見
町

議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
一
般
選
挙
が
、

来
る
四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
選
挙
に
立

候
補
さ
れ
る
方
々
の
た
め
に
、
立
候
補
届
の
記

載
方
法
、
選
挙
運
動
の
概
要
、
選
挙
費
用

、
不

在
投
票
の
方
法
な
ど
、
町
議
選
挙
に
関
す
る
説

明
会
を
開
き
ま
す
。

四
月
の
町
議
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
る

方
ま
た
は
そ
の
代
理
人
の
方
は
、
是
非

ご
出
席

下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

説
明
会
は
三
月
三
十
日
午
後
一
時
か
ら
役
場

に
お
い
て
行
な
い
ま
す
。’

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

住
宅
改
善
の

要
点

現
在
の
農
村
住
宅
の
大
部
分
は

今
か
ら
数
十
年
前
に
建
築
さ
れ
た

ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
生
活
様
式

及

び
経
済
状
態
か
変
わ
っ
て
住
生

活
に
副
わ
な
く
な
り
、
材
料
は
大

き
い
も
の
を
使
用

し
て

い
る
が
腐

蝕
度
が
進
み
耐

力
が
低
下
し
て

い

る
と
い
う
よ
。う
な
理
由
で
、
最
近

こ
れ
が
改

善
の
必
要

が
叫
ぱ
れ
て

き
た
。
ま
ず
改
善

の
要
点
と
し
て

次
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一

、
団

ら

ん
（
楽

し

い
生

活
の

堝
と

す

る
）

今
ま
で

の
接
客
重
視
を
家
族
主

体
の
住
生
活

に
考
え
、
個
室
を

計
画

し
、
家
族
の

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
確

保
す

る
。

二

、
健

康
（

保
健

、
衛
生

に
注

意

す

る
）
　
　

．

住
宅
は
十
分
休
養
を
取
り
、
明

日
の
た

め
に
元

気
を
蓄
え
る
場

で
す
。
寝
室
等
は
よ
く
考
え
て

押
入
れ
は
各
室
に
設
け

る
。
今

ま
で
の
「
田
」
の
字
型

の
家
は
、

北
側
の
部
屋
は
通
風
、
日
照
が

悪
い
。
畜
舎
、
作
業
場
と
母
屋

の
分
離
を
図

り
、
風
呂
、
便
所

等
を
完

備
す
る
。

三

、
安

全
（

災
害

の

お
そ

れ
を

な

く
す

る
）

在
来
の

住
宅
は
壁
の
部
分
が
少

な
い
（
筋
違
い
が
な
い
）
割
に

小
屋
組

に
大
き
い
木
材
を
使

い

屋
根
も

カ
ヤ
屋
根
で
あ
る
た
め

雨

の
時
等
に
は
相
当
の
荷
重
に

な

り
、
災
害
が
起
り
や
す
い
。

今
後
は
床

高
を
充

分
に
取
り
、

壁
（

筋
達
い
）
も
釣
合
い
よ
く

多

く
配
置
し
、
各
仕

口
は
金
物

で
補
強
す
る
。
屋
根
も
延
焼
防

止
の
点
で
瓦
や
鉄
板
葺
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

四
、
能
率
（
家
事
労
働
に
便
利

な
も
の
と
す
る
）

家
事
労
働

は
、
炊
事
、
掃
除
、

先
濯
等
と

主
婦
の
手
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
主
と
し
て
台
所
の

改
善
が
必
要

で
す

。
広
い
だ
け

で
流
し
と
カ
マ
ド
が
遠
く
離
れ

て
い
た
り
、
食
料
品
の
格
納
が

不
備
不
完

全
で
、
炊
事
用
具
が

雑
然
と
し
て

い
る
た
め
無
駄
な

動
き
が
で
て
く

る
。
又
、
風

呂

場
や
洗
濯
場

も
同
様
で
す
。
こ

れ
ら
を
能
率
的
に
改
善
し
、
労

働
を
軽
減
し
、
余
暇
を
明
日
の

生
産
力
に
向
け
ま
し
よ
う
。

五

、
経

済

．
無
駄

な

費
用

を
か

け

ず
効

果
的

な

改
善

を
行

な

う
）

客
に
見
せ
る
た
め
に
玄
関
や
廊

下

、
客
間
部
分
だ
け
立
派
に
し

た
り
、
家

族
数
を
考
え
ず
に
大

き
な
冢
を
建
て
一
年
に
数
回
し

か
使
用

し
な
い
様
な
部
屋
を
作

る
こ

と
が
み
ら
れ
ま
す
。
限
ら

れ
た
資
金
を
最
も
有
効
に
改
善

の
趣
旨
に
沿
っ
て
使
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
又
、
年
次
計

画
を
建
て
資
金
の
で
き
次

愀
増

築
す
る
方
法
も
一
つ
で
す
。

と
こ

ろ
で
住
宅
を
建
て
直
そ
う

と
し
て

も
先
立
つ
も
の
は
お
金
で

す
が
、
何

も
現
在
手
持
ち
の
田
や

畑
の
切

り
売
り
を
し
て
ま
で
資

金

作
り
に
苦
労
す

る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
宅
金
融
公
庫
の
「
農
山

漁
村

住
宅
建
設
資
金
特
別
貸
付
（

新
築
用
）
」
。
住
宅
改
良
資
金
（
増

改
築
修
繕
用
）
と
い
う
政
府
資
金

が
あ
り

ま
す
か
ら
近
く
の
銀
行
、

農
協
、
ま
た
は
役
場
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

八
お
知
ら
せ
▽

§

忘
れ
た
ら
た
い
へ

ん

今
月
は
年
庠

の
し

め
く
く
り
の

月
で
す
。
国

民
年

金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
せ

っ
か
く
の
国

民
年
金
を
も
ら

い
そ
こ
ね
る
こ

と

に
な
り
ま
す
。

（

年

金

係

）

○

火

の

用

心
　

出

さ

ぬ

用

心
　

消

す

用

心
…
…
火

事

と

選

挙

違

反

は

み

ん

な

で

防

ご

う

く
に
み
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二

月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
口

ま
で
の
三
日
間
、
わ
れ
ら
十
九
名

の
班
員
は
、
石
田
補
導
員
を
は
じ

め
役
場
、
教
育
委
員
会
、
農
業
改

良
普
及
所
の
先
生
方

に
付
添
わ
れ

て
修
学
旅
行
に
出
か
け

た
。
一

か

月
に
わ
た
る
合
宿
研
修

の
総
仕

上

げ
と
し
て
、
し
か
も

コ
ン
ク
リ

ー

ト
実
習
を
か
ね

た
士
木
工

事
で

得

た
資
金
を
も
と

に
、
「

苦
は
楽
の

だ
ね
」
と

い
う
こ
と

ば
を
し
み

じ

み
と
味
わ

い
な
が
ら
、
ま
こ

と
に

快
適
な
旅
で

あ
っ
た
。

愀
一
日
（
二
十

六
日
）

六
時
五
十
分
発

バ
ス
で
福
島
へ

そ
し
て
七

時
四
十

分
福
島
始

発
の

急
行
「
あ

づ
ま
」

は
十
一
時
四
十

五
分
早
く
も
上
野

に
着
く
。
午
後

は
も

っ
ぱ
ら
都
内
見

学
だ
。

上
野

公
園
で

は
科

学
博
物
館
と

水
族
館

を
見

。
代

々
木

で
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ

放
送

セ
ン
タ
ー
、
屋
内

プ
ー
ル

国
立
競
技
場

を
巡

り
。
最
後
に
国

会
議
事

堂
で
は
衆
議
院

を
見
て
淅

一
日
の
見

学
を
終
り
宿
舎
『
札

幌

旅
館

』
に
着
く

。

見

る
も
の
聞

く
も
の
篤
く
ば
か

り
、
国

立
競

技
場
で
は
冂
ソ
サ
ッ

カ

ー
の
大
試
合

が
行
わ
れ
て
い
た

の
は
も
５
け

も
の
で

あ
っ
た

。

牙
二
日
（
二
十

七
日
）

午
前

七
時
半

出
発

、
文
字
ど

お

り
の
交
通

ラ
ッ
シ
ュ
を
ま
の
あ
た

り
見
な
が
ら
千
葉

に
向
４
ノ；

東

京

―
船
橋
一
〇

分
と
い
う
バ
イ
パ
ス

で
は

。
延

々
数

キ
ロ
に
及
ぶ
車
の

列
の
原
因
を
つ
く

っ
た
交
通
事
故

を
見
、
思
わ
ず
目
を

そ
む
け
る

、

京
葉
工
業
地
帯

を
車
窓

か
ら
眺

め

房

総
半
島
を
横
断
し
て
東

金
、
茂

原
を
通
り
、
愀
［

視
察
地
「
一
宮

市
」

に
着
く
。
農
業
改
良
普
及
所

で
一
通

り
説
明
を
受
け
、
（

ウ

ス

園
芸
の
現

場
を
見

る
　

耕
恥
整
理

し
た
圃

場
に
は
二
五
〇
坪
の
大
型

（

ウ
ス
が
何
十

と
行
儀

よ
く
並
び

券
の
日
光
を
浴

び
な
が
ら
銀
色
に

光
っ
て
い
る
。
中

に
は
く
る
み
大

の
ト
マ
ト
が
鈴
な
り
に
、
四
冂
‥
上

旬
か
ら
と
い
わ
れ
る
収

穫
期
を
待

っ
て

い
る
。

勝
術
、
小
湊
、
鴨
川

な
ど
一
帯

に
連
な

る
外
房
観
光
地
を
見
な
が

ら
車
は
オ
ニ
の
視
察
地
　

千
倉
町

萌

尸
部
落

’
に
着
く
。
鵑
泓
の
営

農
指
導
員
の
案
内
で
圃
場
を
見
る

Ｃ
こ
こ
で

は
き
ゆ
り
の
栽
培
を
し

て

い
る
。
栽
培
か
ら
出
荷
ま
で
一

切

組
合

の
指
令

に
ょ

っ
て
行
な
い

個
人
の
自
由
行
動

は
し
な
い
と
い

こ
の
両

地
区
を
見
で
強

く
感
じ

た
こ

と
は
「
数

は
力
な
り

Ｉ
と
い

う
一
宮
普
及
所

の
古
清
技
師
の
こ

と
ば
が

そ
っ
く
り
実
行
さ
・れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
　

個
人
で
は
い
く

ら
頑
張
っ
て
も
や
が
て
限
界

が
く

る

。‘
そ
れ
を
推
し
切

る
の
は
組
合

の
力
だ

。
そ
の
組
合

を
推
し
進
。め

る
の
は
自
分
た
ち
で

あ
る

。

目
に
し
み
る
よ
弓
な
お
花
畑
を

石
左
に
や
が
て
白
浜
海
岸
「
黒
岩

莊
　

に
着
く

。

少
三
日
（
二
十
八
日

）

午
前
八
時
出
発

。
朝

も
や
の

か

な
た
に
伊
豆
の

大
島

を
眺

め
な
が

ら
や
が
て
館

山
市

だ
。
灰
色

に
塗

ら
れ
た
自
衛
鰉
が
浮

か
ぶ
館
山

港

を
左
に
望
み
な
が
ら
進

打
と
、
右

手
な
だ
ら
か
な
岡
の
中

腹
に
目

指

す
千
葉

県
農
村
中
堅
青

年
養
成

所

が
見
え
る
。

所
長
和
田
金
次
先
生
の
説
明

に

よ
れ
ば
、
こ
こ

に
は
現
在
男
七
〇

名
、
女
子
四
五
名
が
在
所
し
、
一

か
年
の
う
ち
三
か
月
は
合
宿
し
て

基

本
研
修
を
し
、
次
の
三
か
月
は

全

国
各
地
に
一
人
一
人
派
遣
し
て

の
移
植
教
育

。
あ
と
の
六
か
月
は

各
自

家
庭

に
お
い
て
通
信
教
育
を

通
し
た
実
習
を
す

る
と
い
う
し
く

み
な
そ

う
だ
。
所
長
先
生
の
信
念

に
み
ち
た
お
話

に
は
時
の

た
つ
の

を
忘
れ
た
か
っ
こ
。う

だ
っ
た

’

金
谷

か
ら

ヘ
リ

ー
ボ
ー
ト
で
対

岸
の
浦
賀
市
久
里
浜
に
渡
り
、
三

浦
半
島
の
突
端
に
あ
る
名
所
油
壺

や
城
加
島
を
巡
り
、
横
須

賀
、
横

浜
を
通
り
、
川

崎
で
東
芝

科
学
館

を
見
学
、
浅
草
国
際
劇
場
で

映
画

や
春
の
踊
り
を
見
て
十
時
四
十
分

発
夜
行
列
車
に
乗
り
、
三
月
一
日

午
前
六
時
四
十

七
分
藤
田
駅
に
着

（

記

録

係

）

N  H  K

新
年
度
の
婦
人
学
級
番
組

グ
ル
ー
プ
ご
と
　
み
ん
な
で
利
用

来
年
度
の
婦
人
学
級
番

組
の
放

送
日
お
よ
び
放
送
時
間

は
、
本
年

度
と
変
わ
ら
な
い
予
定
で

す
。

テ
レ
ビ
（
教
育
）

月
…
後
八
時
か
ら
九
時
ま
で

土
・
：
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

ラ

ジ
オ
（
愀
二
）

土
・・・
後
七
時
三
〇
分
か
ら

八
時
ま
で

月
…
後
二
時
三
〇
分

か
ら

三
時
ま
で

な

お
、
新

年
度
四
月
か
ら
十
一
月

ま
で

の
放
送
テ

ー
マ
（

仮
題
）
が

次
の

よ
う
に
決
り
ま
し
た
。

四
月
・
五
月
「
男
女
同
権
」

々
強
く
な
っ
た
の
は
女
性
と
靴

下
々

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

核
家
族
に
伴
５
家

庭
内
で

の
主
婦

の
発
言
力
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

。
「
女
性
の
能
力
開
発
」
が
四
月

の
婦
人
週
間
の
テ

ー
マ
で
す
が
、

こ
れ
を
機
会
に
男
女
同
権
と
い
う

こ
の
古
く
て
新
し
い
問
題

を
、
身

近

か
な
話
題
か
ら
考
え
ま
す
。

六
・
七
月
「
こ
ど
も
へ
の

期
待
」

親
の
子
ど
も
に
対
す
る
期
待
過

剰
は
、
受
験
地
獄

と
い
う
教
育
の

場
に
お
け
る
教
育
外

の
世
界
を
作

り
出
し
ま
し
た
。
家
庭

は
教
室

に

、
母
親
は
教
師
に
な
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。

し

か
し
一
方
、
社
会
は
学
歴
中

心

か
ら
能
力
中
心
へ
移
り
つ
つ
あ

り
ま

す
’ご

」
う
し
た
中
で
、
真
に

社
会
を
生
き
抜
く
能
力
と
は
何
か

新

し
い
社
会

に
生
き
て
ゆ
く
力
は

ど
う
し
た
ら
養
う
こ

と
が
で
き
る

か
を
、
教
育
、
家
庭
、
職

業
な
ど

の
場
で
考
え

て
い
き
ま
す
。

八
月
・
九
月
「
私
た
ち
の

地
方
自
治
」

婦

人
学
級
生
対
象
の
調
査

に
よ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
二
～
三

時
間

以

上
の
自
由
時
間
を
持
ち
、
有
意

義

に
使
い
た
い
と
思

い
な
が
ら
手

が
か
り
を
得
た
い
と
答
え
て
い
ま

す
。こ

の
シ
リ

ー
ズ
で
は
、
婦
人
を

中
心
と
す
る
小
グ
ル
ー
プ
の
実
際

活
動
を
中
心
に
問
題
別
に
紹
介
し

、
政
治
活
動
と
は
特
殊
な
人
の
も

の
で
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
と
と

も

に
、
行
動
へ
の
指
針
と
し
た
い

と
思

い
ま
す
。

十
月
・
十

一
月
「
女
性
百
年
」

日
本
に
お
け
る
近
代

化
の
一
世

紀
は
、
女
性
の
あ
り
方
を
一

変
さ

せ
ま
し
た
。
加
え
て
敗
戦
は
女
性

の
法
的
地
位
を
保
障
し
ま
し
た
。

し

か
し
婦
人
の
社
会
的
地
位
、

実
力
、

意
識
の
変
化
は
き
わ
め
て

遅

々
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す

。
現

在
の
多
く
の
婦
人
問
題
は
、
百
年

の
間

さ
ま
ざ
ま
の
視
点
か
ら
く
り

返

さ
れ
た
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

百

年
の
歴
史
を
通
し
て
、
婦
人

解
放
の
意
味

を
改
め
て
考
え
て
み

ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
で

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集
期
間

二
月
二
〇
日
か
ら

四
月
一
〇
日
ま
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
高
等
学
校
の
生

徒
募
集

が
始
り
ま
し
た
。
働
き

な

が
ら
高
校

進
学
を
志

す
お
近

く
の
方

、
お
知
り
合
い
の
方
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
入
学
を
お
す
す
め

く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
特
色

通
信
制
課
程
の
普
通
科
高
等

学
校
で
、
四

年
で
卒
業
で
き

ま
す
。

日

本
全
体
が
「

つ

の
学
区
に

な
っ
て

お
り
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
し

ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
通
信
高
校
講
座
を

全
面
的

に
利
用
し
て
勉
強
を

す
す

め
ま
す
）

全
国
に
七
四
校

の
協
力
校

が

あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
や
住

所
が
か
わ
っ
て
も

そ
の
ま
ま

学
業
を
つ
づ
け
ら

れ
ま
す

。

人
入
学
資
格

・
新
制
中
学

卒
業
者

か
こ
の
三

月
に
卒
業
見
込
の
方
、
お
よ

び
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴

を
有
す
る
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
灸
、
こ
れ
ら
の
資
格

が
な
く
て
も
、
本
校
の
認
定

試
験
に
合
格
す
れ
ば
入
学
で

き
覃
す
。

人
募
集
期
間

・
昭
和
四
十
二

年
二
月
二

十
日

（

月
）
～

四
月

十
日
（
・月
）

一

入
学
案
内

の
請
求

・

お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
、
東
京

都
北
多
摩
郡
国
立
町
富
士
見

台
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
高
等
学
校

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

出
し
て
消
す
よ
り
出
さ
ぬ
が
て
が
ら

火
の
用
心

お
願
い
し
ま
す

町
内
の
各
万
部
婦
人
会

は
こ
れ

ま
で
「
婦
人
消
防
協
力
会
に
と
し

て

、
そ
れ

ぞ
れ
わ
が
家
の
台

所
や

風

呂
場
を
は
じ
め
火
の
用

心
に
篩

め
「

出
し
て
消
す
よ
り
出
さ
ぬ
が

て

が
ら
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
協
力
し

て
き
た
が
、
こ
ん
ど
県
よ
り
「

モ

デ
ル
婦
人
消
防

ぞ
フ
ブ
」

と
し
て

指
定
さ
れ
、
一
層
火
の
用
心
運
動

を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
年
一
年
間
の
火
災
件
数
を
見
乙

に
、
わ
が
町
は
伊
達
管
内
総
件
数

の
四
分
の
一
を
占
め
、
そ
の
大

部

分
は
子
供
の
弄
火
が
原
因
で
、
特

に
森
江
野
地
区
に
多
い
の
は
ど
う

し
た
こ
と
か
。
い
よ
い
よ
春
の
火

災

シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
毎
日
が
警

報
発
令
の
状
態
に
あ
り
、
し
か
も

農
繁
期
と
も
な
れ
ば
ど
こ
の
家

も

留
守

が
ち
に
な
り
莇
い
。
一

軒
の

例
外
も
な
く
火
の
用
心
に
注

意
し

て
、

ぜ
っ
た
い
火
災
と
い
う
い
ま

わ
し

い
声
を
聞
か
ぬ
よ
う
に
し

た

い
も
の
で
あ

る
。

六
年
間
に

9
6名
減
少

統
計
か
ら
見

た
入
学
生

小 学校 新人 生 ｜　中 学 校 入 学 生

Ｗ７--　・　ａ　ぶ　　　
．

！　男　 ｉ　女　｜　 計男 女 計
･-一一-
31

81

35

28

14

189

小　　　坂

藤　　　田

森　江　野

大　木　戸

大枝(西分)

合　　　計

15

48

19

19

6

107

16

33

16

9

8

82

22

44

23

31

20

140

28

56

23

23

15

145

50

100

46

54

35

285

こ
の
四
月
町
内
の
小
中
学
校
に

入
学
す
る
児
童
生

徒
数
を
比
べ
て

み
る
と
、
今
年
の
小
学
一
年
入
学

数
は
一
八
九
名
、
同
卒
業
生
即
ち

中
学
入
学
生
は
二
八
五
名
で
、
六

年
間

に
九

六
名
減

っ
た
わ
け
で
あ

る
。
こ

の
傾

向
は
当
分
続
き
、
藤

田
以
外

の
小
学
校
は
各
学
年
一
学

級
編

成
と
い
う
こ
と

に
な

る
。
ｒ

青
年
学
級
生
大
会
に
参
加
し
て

去
る
二

月
八
、
九

、
十
の
三
日

日
間
猪
苗
代
町

の
翳
梯
青
年
の
家

で
開
か
れ
た
、
昭
和
四
十
一
年
度

福
島
県
青
年
学
級
生
大
会

に
参
加

し

た
の
で
簡
単
に
感
想
を
述

べ
て

見

る
こ
と
に
す
る
。

収
容
人
員
四
〇
〇
人

と
い
う
青

年
の
家
に
県
下

か
ら
集
ま
っ
た
学

級
生

、
ま
ず
そ
の
ス
ヶ
Ｉ

ル
の
大

き

い
の
に
驚
い
た
。
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
打
ち
明
け
て
み
る
と
み
な
同

じ
恫
み
を
も
っ
て
、い
る
の

に
感
心

し
た
。

話
し
合
い
の
オ

ー
は
ま
ず
「
出

席
率
の
低
下
」

の
問
題

、
こ
れ
の

根
本
的
原
因

は
何

か
と
い
う
こ
と

が
分
科
会
、
全
体
会
を
通
じ
て
大

き
く
と
り
上
げ
ら
れ

た
。

つ
づ
い
て
「
出
稼

ぎ
の
問
題
」

農
村
の
消
費
構
造

の
変
化
に
と
も

な
う
現
金
支
出
の
増
大
と
収
入
の

仲
び
な
や
み
の
結
果

が
出
稼
ぎ
で

あ
る
。
出

稼
ぎ
の
解
消
、
こ
れ
が

わ
れ
わ
れ
青
年

に
課

せ
ら
れ
た
宿

題
で
あ
る
。

又
、
時
間
が
な

い
、
い
ろ
い
ろ

な
会
合
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
声
も

出
た
。
こ

れ
ら
も

よ
く
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

次
に
話
し
合
５

と
い
う
事
が
意

義
と
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
こ

れ
ま
で
の
学
級
活

動
で
は
、
話
し

合
い
の
時
間
が
少

な
か
っ
た
。
発

表
す
る
態
度
、
抜
術
の
練
習
が
大

切
で
あ
る
こ
と

を
痛
感
し
た
。
特

に
全
体
会
で
は
、
汳
、
会
津
、
県

南
と
非
常
に
発
言

が
多
い
の

に
対

し
、
県
北
は
わ
ず
か
に
三
人
、
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。

あ
る
町

で
は
、
会
合
が
あ
る
つ

ど
、
一
人
三
分
間

ス
ピ

ー
チ
と
い

っ
て
自
分
の
思

っ
て

い
る
こ
と
を

み
ん
な
の
前
で
三
分
間
話
す
方
法

を
と
っ
て
い
る
と

い
う
。
わ
が
町

で
も
そ
う
い
う
こ
と
を
や

っ
て
み

る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
と
も

っ
と

も
っ
と
交
歓
会
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思

う
。
他

の
町
の
青
年
の

考
え
方
や
活
動
状
況
を
、

お
互

い

の
話
し
合
い
の
中
で
吸
収
す

る
こ

と
に
よ
っ
て
、
話

す
態
度

や
言
葉

の
使
い
わ
け
も
じ
よ
う
ず
に
な
り

や
が
て
は
各
種
会
合
で
堂

々
と
発

表
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
５
．

ま
た
、
青
年
で
あ

る
以
上
、
各

種

ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
、

話
し
合

い
の
場
を
も
っ
て
、

友
情

を
深

め
る
と
共

に
大
い
に
夢

を
語

る
べ
き

だ
と
思
う
。

女
子

の
場
合

は
強

く
料
理
、
洋

和
裁

。
そ
の
他
の
実
技
、
実
習
を

望

ん
で

い
る
が
、
実
習
室
や
体
育

施
設

が
非
常

に
少
な

い
こ
と
は
と

て
も
残

念
で
あ

る
。
も

っ
と
わ
れ

わ
れ
青

年
が
活
動
す

る
に
要

す
る

施
設

設
備
の
充
実
を
強
く
訴
え
て

い
た
。
同
時

に
、
わ
れ
わ
れ
も
、

自
分
達
の
学
級

だ
と
い
う
自
覚
を

も

っ
て
真
剣

に
勉
強
す

べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

最

後
に
今
回
の
大
会

に
、
な
み

な
み

な
ら

ぬ
理
解
を
も

っ
て

ご
指

導
く

だ
さ
っ
た
教
育
委
員
会
や
公

民
館

に
厚

く
お
礼
申

し
上
げ

る
と

共

に
、
今
後
こ
の
よ

う
な
大
会
に

一
人
で
も
多

く
参
加
で
き

る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す

。

参

加
者
　
　

谷
津
　

富
夫

佐
藤
豊
之
助

市
川
　

忠
明

佐
藤
　

和
子

桜
沢
美
津
子

鈴
木
　

ア
ヤ

通
信
講
座
へ

ど

’つ

ぞ

う
・

二
級
技
能
士
を
め
ざ
す

若
人
の
み
な
さ
ん
へ

国
で

定
め
た
技
能
検
定

に
合
格

し
、
技

能
士

と
呼

ば
れ
る
こ

と
が

わ
れ
ら
の
目
標
で
す
。

こ

の
試

験
を
受
け

る
と
き
、
学

科
試

験
免
除
の
特
典

が
あ
る
の
が

こ

の
通
信
講
座
で
す

。

さ
あ
、
み

ん
な
で

通
信
講
座
を

受
け

、
助
け
合

い
、
励

ま
し
合

っ

て
勉
強
し
ま
し
よ
う
。

自
学
自
習
１

簗
会
研

修
丿
面
接

指
導
（

ス
ク

ー
リ
ン
グ
）
、

指
導

員

を
中
心
と
し
た
仲

間
づ
く
り
、

相
互
学
習
、
そ
の
他

楽
七
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ご
希
望

の
方
は
、
公
民
館
又
は

商
工

会
に
お
申
し
出
に
な
れ

ば
、

く
わ
し
く
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
公
民
館

国
見
町
商
工
会

０

老

い

も

若

き

も

ク

ル

ー

。ノ

羊

習

に

努

め

ま

し

よ

う

○

旅

の

エ

チ

ケ

ッ

ト

を

守

り

ま

し

よ

う
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